
 
 
 

大阪広域水道企業団と四條畷市・太子町・千早赤阪村との水道事業の統合に 
向けての検討、協議について 

 
○水道事業の概要と課題 

（１）給水人口（平成 24年度） 

① 四條畷市 約 57,200人 

② 太子町 約 14,100人 

③ 千早赤阪村 約 5,700人 

（２）現状と今後の課題 

○自己水源の水量の低下や水質の悪化の恐れ 

○耐用年数を経過した老朽化施設が大幅に増加 

○給水人口の減少・更新費用の増加に伴う給水原価の上昇 

○技術職員の確保が難しい状況であり技術継承が困難 

○厳しい経営環境の中、お客さまサービスの維持が困難 

 

○ 統合素案の策定における検討内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 今後のスケジュール（予定） 

平成２７年度 

５・６月 ３団体の議会において、統合素案（最終報告案）及び統合に関する協定

書案を審議 

７月 
首長会議において、統合素案（最終報告案）を審議 
企業団議会において、統合案の報告 

統合に関する協定書の締結【３団体と企業団】 
９月 ３団体の議会において、統合に関する議案（規約改正案等）を審議 

１２月 他の構成団体の議会において、統合に関する議案（規約改正案）を審議 
３月 大阪府議会において、大阪府広域的水道整備計画の変更について審議 

平成２８年度 ２月 企業団議会において、給水条例案及び予算案を審議 

平成２９年度 ４月～ 事業開始 

①

②

③

・アセットマネジメント
・ダウンサイジング 比較

・・・基本フレームの設定
（人口・給水量の見通し：今後40年間）

水需要予測

単独で経営していく場合の
事業見通し

施設整備費用

経営シミュレーション

・左記に加え、施設の最適配置

経営シミュレーション

企業団と統合する場合の
事業見通し

統
合
の
効
果

（今後10年間の施設整備費用の1/3補助）

国庫補助制度

・定量的メリット
・定性的メリット
・統合後の事業の実施方法
（契約及び営業業務等）

統合素案の策定

施設整備費用

統合を促進するための
制度創設の検討
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